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ボ-ズ気体の密度位相近似について
( l l )
阪大教 西 山 敏 之
集団変数を用いてボーズ気体の基底状態や励起状態を求める方法としては, i)密度
位相近似 (DP)1), i)Bogoliubov-Zubarevの方法 (BZ)2),ii)correlatedbasis


















い 嘉 子(+j+･1-+ j+,(+j･1ザ (2)
によって与えられるo当 は j番 目の格子点の量子化された格子波動 関数で,交換関係
〔+j,サjf〕- 833,, 〔+j,+i,〕-〔サj+,+j',〕- 0 (3)
を満足するo 連続空間における波動関数は巧+/vr5,サj/調 の極限値として定め
られる,密度位相近似では,粒子数演算子をNjと -少itやjとして
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トニアン (2)はⅩ-Y模型またはMatsubara-Matsuda模型 10)と一致する. ､この














































多 くの場合高次摂動項か発散をしてしまうという困難を招 く｡ Bogoliubovと えuba-
rpvl)(BZ)はこの系のSch,Adinger 方程式を紺 変数で書き変え,新 しい非エル
ミー トな′､ミル トニアンを得た. また彼らはこ05-ミル トニアンを使い,基底状態エネ
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